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山形県庄内地方におけるカキ t平核無'果実の収穫時期
の変動と反射マルチ被覆による着色促進効果*
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Changes in Harvest Dates of 'Hiratanenashi' Persimmons 
in the Shonai District of Yamagata Prefecture and 
the Effects of Reflective Plastic Mulch on 
Peel Color Development in the Fruit 
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Summary 
We investigated changes in the harvest dates of ‘Hiratan巴nashi'persimmon fruits at Shonai district 
of Yamagata prefecture in the last ten years and the effects of reflective plastic mulch on peel color 
development in the fruit. Responces to a questionnaire survey of persirnmon producers and reports of 
agricultural extention stations in the Shonai district revealed that harvest dates and peel color develop-
ment in the fruits has gradually become later. The effects of the type of reflective plastic mulch and 
th巴 tlm巴 theground 、Nascovered on pel color development in persimmons were examined. Silver 
mulch rather than white mulch and covering in early Sept巴mberrather than early August or early 
October were more effective in enhancing peel color development. In the most effective case， pel 
coloration was accelerated by about ten days. The mulching had litle effect on the firmness of fruit 
flesh or the sugar concentration in fresh juice. 
key wards : persimmon， harvest d且te，reflective plastic mulch， pel color development 
1.緒 置
実の着色状態によって判断しているのが通常である. し
たがって，収穫時期が遅れる原因は，着色開始時期の遅
山形県庄内地方は我が国の渋ガキの主産地のひとつで， れ，あるいは着色進行速度の低下であると考えられる.
同地方産の‘平核無'果実は「庄内柿」とも称されてい しかし現在までのところ，実際にどの程度の着色遅延が
る.産地としては成熟期を迎えており，園地の構成樹の おこっているのかは不明であり，またおこっているとす
ほとんどが成木で数十年以上の樹齢を持つ. ればどのような原因でおこるのかを調査する必要がある.
庄内地方では最近平核無'果実の収穫時期が年々遅 一方，着色の遅延による収穫時期の遅れが事実ならば，
くなってきているとの声が聞かれるようになった.収穫
が遅れると脱渋処理後の果実の出荷が晩秋遅くにずれ込
むため，果実の単価が下がって，北限の産地としては大
変頭の痛い問題になる.
‘平核無'を始め，カキ果実の収穫時期は，主として果
収穫時期を前進させるための着色促進対策の早急な確立
が必要である.
本報告では，まず，同地方におけるカキ‘平核無'果
実の収穫時期の変動状況を生産者に対する聞き取り調査
と E平核無'の生態記録調査を参照することによって把
握するとともに， 着色遅延の原因について考察した.つ
*本報告の概要は，平成9年度ならびに11年度の園芸学 ぎに，複数の園地において果実の着色促進と品質におよ
会東北支部大会において発表した。 ぽす反射マルチ被覆の効果について検討した.
キーワード カキ，収穫時期，反射マルチ，着色
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I. 材料および方法
記録した.
さらに，園地ごとにいずれかの区の果実が全面着色
1.生産者への聞き取り調査 (着色歩合が100%)に達した時点で果実を収穫した.各
1997年に鶴岡市谷定地区在住のカキ生産者 7 人 (A ~ 区とも無作為に選んだ20果について着色状況を調査した
G とする )に対して，過去10年間(1987年~1996年)に 後，果重および果肉硬度を20反復で，果汁の糖度を10反
おける同地区の‘平核無'果実の着色と収穫時期の変動 復で調査した.果肉硬度の測定は藤原製作所製の果実硬
について聞き取り調査を行った. 度計(5 kg用，円錐プランジャ使用)で行った. 果汁の
果実の着色に関しては，着色の開始時期と全面着色に 糖度は果汁5mlに5%ポリエチレングリコール水溶液 5
至る時期の変動について，収穫時期に関しては，収穫始 dを混合して除タンニンを行った後，上澄み液を屈折糖
期，盛期および終期について，さ らに果実の品質や脱渋
の難易度の年次変動についても聞き取りを行った.
2.生態調査記録の検討
山形県鶴岡(現鶴岡田}II)，藤島(現鶴岡田川)およ
び酒田農業改良普及センターがそれぞれの管内で毎年実
施しているカキ‘平核無'の生態調査記録を参照して，
過去10年間 (1987年~ 1996年)において果実の着色状況
から判断した収穫時期(収穫始期，盛期および終期)が
どのように変動しているかを調べた.
度計 (アタゴ製)を用いて測定した (Sugiuraら，1983)目
これらの測定結果は分散分析によって解析し，反射マ
ルチと被覆時期の違いの効果が有意であると判断された
項目について， SAS (SAS institut巴， 1993)のREGWQ
多重範囲検定を行った.
皿.結果
1.生産者への聞き取り調査
第 1 図は 7 人の生産者 (A~G ) からの聞き取り調査
の結果に基づいてまとめた1987~1996年のカキ‘平核無'
果実の収穫時期の変動の様相である.
3.反射マルチカf果実の着色と品質におよぼす影響 生産者個人によって収穫期間にかなりの長短があり，
鶴岡市谷定地区で，標高や傾斜の有無 -向きなどの立 かっ情報が欠損している年次も認められるが，収穫盛期
地条件が異なる 3園地(園地A，園地Bおよび園地Cと は総じて年々遅れてきている傾向がうかがわれた.また，
する)において，樹勢がほぼ中庸と判断されるカキ‘平 7人中 4人 (A，B， CおよびF)が，果実の着色開始
核無'成木の樹冠下を 2種類の反射マルチシート(ホワ 時期および全面着色に至る時期が実感として年々遅れて
イトマルチおよびシルパーマルチ いずれもサンテ ック きているように感じると回答した.
ス社製)で被覆した. なお， 7人の生産者が所有する園地の立地条件(標高
園地Aは標高約70mの平坦地，園地Bは標高約90mの や傾斜の有無-向きなど)と収穫時期の変動，さらには
平坦地，園地Cは標高約60mの北向きの緩やかな傾斜地 果実の品質や脱渋の難易度の年次変動との相互の関連に
である.なお，供試樹の満開日は3園地とも 5月30日前 ついても検討したが，明らかな関係を見出すことはでき
後であった. なかった.
被覆開始時期は 8月上旬 (8月被覆区)， 9月上旬
( 9月被覆区)および10月上旬(10月被覆区)の3時期と 2.生態調査記録の検討
し，いずれの区とも果実収穫時まで被覆を継続した.対 第2図に 3農業改良普及センター(現2農業改良普及
照区は無被覆とし，同一樹の樹冠の一部あるいは隣接樹 センター)管内の 6市町村における‘平核無'生態調査
に設定した. 対象樹の果実の着色状況に基づいた収穫時期の年次変動
果実の着色進行状況の調査は， 8月被覆区と 9月被覆 を示した.
区では9月上旬から， 10月被覆区は被覆直後から開始し この結果から，庄内地方の各地でほぼ例外なく，‘平
た.いずれの区とも，原則として3日間隔で，各区ごと 核無'果実の収穫時期(収穫盛期)が年々遅くなる傾向
に樹上で無作為に選んだ20果の着色状況をカキ‘平核無' があることが明らかであった.なお， 1993年は庄内地方
用のカラーチャートで測定した.測定は果頂部とへタ部 一円で例年より収穫時期がかなり遅れたのに対して，
について行うとともに，果面全体の面積に占める着色部 1994年は逆にやや収穫時期が早い傾向があったものと考
位の面積の割合 (%)を肉眼で判定し，着色歩合として えられた.
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第 1図 山形県鶴岡市谷定地区における'平核無'果実の収穫時期の年次変動
7 人の生産者 (A~G) に対する聞き取り調査による.
は収穫期間を， eは収穫盛期を示す.
櫛引町大坂山 朝日村盤中山 酒田市坂野辺 羽黒町後田山
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1 9 9 6年
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第 2図 山形県庄内地方6市町村における'平核無'果実の収穫時期の年次変動
鶴岡司藤島および酒田農業改良普及センターの調査資料に基づく .
ー一一ーは収穫期間， 0は収穫始期司.は収穫盛期を示す.
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べて優った (第3図).9月被覆におけるマルチの効果
は8月被覆より大きく，対照区の果実に比べて，果頂部
の着色で約10日，ホワイトマルチでも約4日の着色促進
効果が認められた(第4図).ただし，10月被覆の効果
はいずれの種類のマルチとも小さかった(第5図).
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3.反射マルチが果実の着色と品質におよぼす影響
3園地の中で最も標準的な立地条件と考えられる園地
Aにおける 8月被覆，9月被覆および10月被覆の結果を
それぞれ，第3図，第4図および第5図に示した.
8月被覆では反射マルチ被覆区で着色が速く進み，そ
の促進効果はシルパーマルチの方がホワイトマルチに比
30 
一--0-ー ホワイトマルチ
一一凸ーーシルバーマルチ
一一・一一 対照区
5 
4 
3 
2 
? ? ?
??????
?
??』??一一0ー ー ホワイトマルチ
一一合一ー シJレパー マルチ
一一・一一 対照区
?
7 
6 
5 
4 
3 
2 
? ? ?
??????
?
??』??
160 150 140 130 120 110 100 
0 
90 
7 
160 150 140 130 120 110 100 
0 
90 
7 
~ 
6 
4 
5 
3 
2 
? ? ?
??
?
?
???
?
?、?
?
6 
4 
3 
2 
5 
? ? ?
?? ?
???
?
?、?
160 150 140 130 120 110 100 
0 
90 
80 
60 
40 
100 
20 
?
??
?????
160 150 140 130 120 110 100 
0 
90 
80 
60 
40 
20 
100 
? ?
???????
160 150 140 120 130 
満開後日数
110 100 
0 
90 160 150 140 120 130 
満開後日数
110 100 
0 
90 
2種類の反射マルチがカキ'平核無'果実の着
色におよぼす効果 (園地A、9月被覆)
シンボルは20果の平均.縦線はSD
HCCはカラーチャー卜カキ'平核無'周.
第 4図
220 
2種類の反射マルチがカキ'平核無'果実の着
色におよぼす効果 (園地A司 8月被覆)
シンボルは20果の平均.縦線はSD
HCCはカラーチャートカキ '平核無'用.
第 3図
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収穫時において調査した3園地の果実の着色状況を第
l表および第2表にまとめて示した.第l表は 3つの被
覆時期をひとまとめにしてマルチの種類による着色促進
効果の違いを，第2表はマルチの種類を無視して被覆時
期の違いによる効果の差を見たものである.
その結果，3園地にほぼ共通して，マルチの種類とし
てはホワイトマルチよりシルパーマルチの方が，被覆開
始時期としては 8月上旬ならびに10月上旬よりも 9月上
旬の方が，着色促進に対する効果がより大きい傾向が認
められた.
第3表は3園地の各処理区の収穫時の果実品質をまと
着色歩合Z
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1. 3a 
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果実の着色におよぼす効果
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同一英小文字を付した処理区間には有意差なし
(REGWQ検定， 5 %水準)• 
Z 着色歩合は逆正弦変換を行った値.
同一英小文字を付した処理区間には有意差なし
(REGWQ検定，5 %水準).
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マルチの種類
ホワイトマルチ
ンルパーマルチ
対照
ホワイ トマルチ
ソルパーマルチ
対照
ホワイトマルチ
シルノ〈ーマルチ
対照
被覆時期
8月被覆
9月彼覆
10月被覆
対照
8月被額
9月被覆
10月被覆
対照
8月被種
9月被覆
10月被覆
対照
第2表
第1表
園地
A 
園地
A 
B 
C 
B 
c 
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2種類の反射マルチがカキ '平核無'果実の着
色におよぽす効果 (園地A司 10月被覆)
シンボルは20果の平均.縦線はSD.
HCCはカラーチャートカキ '平核無'用.
園地Bおよび園地Cにおいても程度の差はあったが，
おおむね園地Aと同様の傾向が認められた(データ略)
ただし，園地Bでは 8月被覆のシルパーマルチ区と 9月
被覆のホワイトマルチ区の効果が園地Aよりも大きかっ
た.また，園地Cでは10月被覆のシルバーマルチ区の効
果が園地Aに比べて大きい傾向が認められた.
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めて比較したものである.各処理区の平均果重には園地 れた 果肉硬度や果汁の糖度におよぼす反射マルチの種
問または被覆区間でかなりの差が認められたが，これは 類や被覆時期の影響は，総じてかなり小さいものと判断
実験に用いた供試樹の樹体聞の差がおもな原因と考えら された.
第3表 反射マルチ被覆がカキ‘平核無'果実の収穫時の品質におよぽす影響
園地被覆時期 マルチの種類果重 (g) 果肉硬度 (Kg) 果汁の糖度(Brix)
A 8月被覆 ホワイ卜 215:t18三 2. 12:t0. 10a" 11. 1:t0. 48" 
シルバー
対照
9月被覆 ホワイト
シルバー
対照
10月被覆 ホワイト
シルノ〈ー
対照
B 8月被覆 ホワイト
シルバー
対照
9月被覆 ホワイト
シルバー
対照
10月被覆 ホワイ卜
シルノ〈ー
対照
C 8月被覆 ホワイト
シルバー
対照
9月被覆 ホワイト
シルバー
対照
10月被覆 ホワイト
シルバー
対照
206:t1 
205士13
2. 12:t O. 09a 
2.04:t O. 08b 
189:t 16ab 2. 15:t o.08 
191:t16a 
184:t11b 
219:t 14 
220:t1 
211:t 15 
169:t20b 
182:t 15a 
155:t 13c 
113:t11a 
156:t 10b 
155:t 13b 
162:t 1 
165:t 13 
111:t 13 
200士15b
214:t22a 
218:t 15a 
209:t18 
212:t 14 
218:t 15 
185:t12b 
212:t 19a 
211:t20a 
2.11:t0.01 
2. 16:t 0.11 
2.05:t0.10 
2.09:t0.11 
2.13土0.11
2. 15:t0. 09 
2. 12:t 0.13 
2. 16:t 0.14 
2. 03:t O. 13b 
2. 04:t o.11b 
2.16:t o.14a 
2.00:t0.11b 
2. 10:t O. 08a 
2. 13:t o.10a 
2. 00:t O. 01 
2.08:t0.10 
2. 01:t0. 08 
2. 08:t O. 08a 
2. 03:t O. 08a 
2.01:t o.08b 
2. 09:t 0.11 
2. 01:t O. 1 
2. 05:t 0.11 
l1.8:t0.59 
12.2:t0.52 
l1.0:t0.25b 
l1.5:t0.21a 
l1.5:t0.44a 
11. 8:t0.56b 
12.3:t O. 38a 
12.6:t O. 41a 
11. 5:t0.43b 
12. O:t O. 50a 
11. 2:t O. 46b 
13. 5:t1. 06a 
12.9:t O. 52a 
11. 2:t0.46b 
11. 1:t O. 39b 
12. 1土O.43ab 
12. 2:t O. 41a 
12.5:t O. 25a 
12. 1:t O. 29b 
12.0:t O. 24b 
12. 9:t O. 58a 
12.9:t O. 69a 
12.0:t O. 24b 
13. O:t O. 61a 
13. O:t O. 30a 
12.5:t O. 30b 
ヌ平均:tSD(果重および果肉硬度はnニ20，果汁の糖度は n=10).
同一英小文字を付した処理区間には有意差なし (REGWQ検定， 5 %水準).
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N.考察
鶴岡市谷定地区在住の 7人の生産者に対する聞き取り
これらの要因のうちのいずれが，あるいはこれら以外
の要因が関わっているかどうかを明らかにするためには，
過去の気象データ等を詳しく解析するとともに，今後も
調査の結果，ならびに山形県庄内地方の3(現 2)農業 詳細なデータを蓄積していく必要があろう .
改良普及センターの生態調査記録の解析結果から判断し 平 -板村(1989)は山形県庄内地方における数年間の
て，同地方ではここ10年ほどの聞に，カキ‘平核無'果 調査データに基づいて，カキ‘平核無'果実の着色進行
実の着色が少しずつ遅れ，収穫時期にも年々遅れが生じ 速度は着色開始期以降の気温条件の影響を大きく受けて
る傾向があるものと考えられた.このような収穫時期の いるのではないかと推察している.中燦(1982)や鄭
遅延傾向は，生産者への聞き取り調査の結果よりも農業 (1989)の報告から考えても，着色を促進するには果実
改良普及センターの生態調査記録の方により明確に現れ を取り巻く温度環境を直接制御するのが最も効果的であ
ていた.これは，生産者は早期出荷を目指して無意識の ると考えられるが，実際にこれを行うのは非常に困難で
内にも果実を早取りする傾向があるのに対して，生態記 ある.したがって，本実験では比較的簡便に実施できる
録の方が客観性が高いことを示しているものと考えられ 方法として，反射マルチ資材で樹冠下を被覆して果実に
る いずれにしても，収穫時期の遅延，すなわち果実の 当たる光条件を改善する方法の効果を検討した.
着色の遅延傾向が明確になったことから，その原因の究 調査の結果，反射マルチ被覆は総じてカキ‘平核無'
明と対応策の確立が重要な課題となる. 果実の着色促進に有効であったが，その効果の程度はマ
着色遅延の原因究明については，遅延の原因が着色開 ルチの種類や被覆時期の違い，あるいは園地の違いによっ
始時期の遅れによるものか，開始後の進行速度の低下に でもかなり異なっていた.本実験で検討を加えた範囲で
よるものか，あるいは両者が関係して生じているものか は，シルバーマルチの9月被覆区で最も効果が大きかっ
を確かめることがまず重要であると考えられるが，本研 た.ただし，シルバーマルチの場合.8月被覆のように
究の調査の範囲内では明らかではなかった.こ の点も含 被覆時期が早いとかえって着色の進行にマイナスの影響
めて，着色遅延の原因の究明には今後かなりの時間を要 がある危険性も考えられた.最も適切な被覆時期を確定
するものと推測されるので ここでは着色の遅延に関わ
る可能性があると考えられる要因について考察を試みる
のにとどめたい.
カキ果実の着色が年々遅れる原因としては以下に示す
3つの要因が考えられよう .一つは，地球の温暖化現象
によって果実の着色期の気温が年々少しずつ高めに経過
して，着色の進行を抑制するレベルにまでなってきた可
能性がある.カキ果実の着色が環境温度の影響を強く受
けることは中係(1982)や鄭(1989)の研究によっても
明らかで， 果実発育第2期の終りから第3期にかけての
比較的冷涼な温度環境下(15-20'C)で着色がス ムーズ
に進行することが報告されている.二つ目として，堆肥
や緩効性有機肥料等の連年の施肥によって土壊が慢性的
に窒素過多になってきているこ とが考えられる.窒素の
過多や遅効き現象によって樹体の栄養成長が促進される
一方で果実の成熟が抑制される結果になっている可能性
がある.三つ目は，樹体に対する着果負担の軽減である.
近年，カキ栽培においては大玉生産のための摘奮作業が
定着して， 一樹あたりの着果果実数が成育早期から減少
しているために，結果として果実の成育期間が長くなる
可能性が考えられる
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するにあたってはさらに慎重な検討が必要で、あると考え
られる.
川尾・富田(1992)はカキ‘万根早生'果実の着色促
進に反射マルチ被覆が有効で，和歌山県においてはシル
パーマルチで7-9日の促進効果が認められることを報
告している.本実験の結果から， 山形県における‘平核
無'の場合でもほぼ同程度の着色促進効果が得られるも
のと恩われた.
ホワイトマルチの着色促進効果は，シルパーマルチに
比べる とかなり劣るケースが多かった.しかしながら，
ホワイトマルチはその耐久性やマルチ上での作業のしや
すさなどを考えた場合，シルパーマルチよりも優れてい
る面が多く， 実際の園地ではホワイ トマルチの方が使用
しやすいものと考えられる.なお，ホワイ トマルチの効
果はシルバーマルチに比べて園地問の差異が大きい傾向
が認められたことから，今後園地ごとに最も効果的な被
覆時期を検討する必要があると恩われる.
反射マルチ被覆は着色の促進ばかりではなく.果実の
品質向上にも効果があることが報告されている.赤阪
(1999)はモモ‘浅間白桃'の糖度がマルチ被覆によって
約 1度高まり，果重も増加することを報告している.ま
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た，カキでは山下(1997)が反射シート被覆が着色の促 の関係者各位，ならびに調査データの統計解析に助言と
進ばかりではなく，汚損果防止にも効果があると述べて 協力をいただいた本学生物機能調節学講座の江頭宏昌助
いる.本実験においても果実品質に関わるいくつかの項 手に心からの感謝の意を表します。
自について調査したが，反射マルチ被覆の顕著な効果は
認められなかった.ただし，処理果の脱渋試験や貯蔵試 付記 本研究は平成 8~ 1O年の 3 か年にわたって鶴岡
験は行っていないため，脱渋処理にともなう果実の汚染 市から研究委託を受けた調査研究の成果の一部であるこ
程度や脱渋後の日持ちの長短におよぼす影響については とを付記して，関係各位にお礼申し上げます.
まだ明らかではない.これらの点についても今後検討が
必要である.
v.摘 要
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